
策定趣旨 計画の性格 計画期間(平成30～34年度)Ⅰ 基本的な考え方

Ⅳ 基本目標

１ 持続的な経済成長の実現

■北海道の強みや可能性を活かした
取組により、新たな価値が連続し
て生み出され、成長する経済

２ 安全・安心な生活基盤の創造

■誰もが安心して暮らせるよう、保
健･医療･福祉が充実し、将来にわ
たって住み続けられる社会

３ 環境と調和した
持続可能な社会の実現

■環境と経済活動やライフスタ
イルが調和した持続可能な社
会

科学技術の振興を通じて目指す北海道の姿

◆食・健康・医療ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ◆環境・エネルギーﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ◆先進的ものづくり事業化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

推進に当たっての

基盤的な力

科学技術人材
の育成

本格的な産学連携
の推進

Ⅵ 重点化プロジェクト（仮称）

地域における
イノベーションの創出

科学技術が本道の独自性や優位性を発揮して、目標とする将来像の実現に貢
献できるよう、特に推進する研究開発や取組を重点化プロジェクトとして設定

貢献・寄与

計画の取組状況などを毎年度把握し、点検・評価を行うとともに、推進状況について公表

Ⅱ 「新北海道科学技術振興戦略」（平成25～29年度）における主な取組と今後の課題

Ⅶ 基本的な施策

１ 研究開発の充実及び研究成果の移転等の促進

２ 道における研究開発等の推進

３ 産学官金等の協働の推進

４ 知的財産の創造、保護・活用

５ 科学技術を支える人材の育成確保・
科学技術コミニュケーション活動の促進

Ⅸ 計画の推進

北海道科学技術振興計画（検討素案）のフレーム
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◇ 大変革時代の到来(ＩＣＴの急激な進化など)
◇ 我が国・北海道が抱える課題の増大と複雑化（人口減少と高齢化の急速な進行など）
◇ 国の第５期科学技術基本計画（平成28～32年度）の策定

Ⅲ 情勢の変化

Ⅴ 北海道において進める主な研究開発分野

Ⅷ 北海道内６地域における取組

産学官金の連携が進められている道内６地域における「主な関係機関の連携の姿」と「取組の基本的な推進方向
を示す。

①経済の活性化

を支える分野

②安全・安心な暮らし

づくりに貢献する分野

③環境と調和した持続可能な

社会の実現に貢献する分野
④北海道の未来

を拓く分野

(例)

◆ＡＩ/ＩｏＴ等利活用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ


